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 要 旨 

目的： 

本研究の目的は潜在クラス分析を用いて飲酒歴のある攻撃的な若者における集団およ

び交際者間の暴力と虐待を分析し、暴力の種類を特定すること、またそれぞれの暴力クラ

スと関連するリスクおよび保護的因子を特定することである。 

方法： 

2006 年 9 月から 2009 年 9 月の間で、都心救急部を受診した 14～18 歳の若者を対象と

した。そのうち過去の飲酒および暴力を申告した若者について、暴力の種類（集団間また

は交際者に対する重度から中等度の暴力、重度から中等度の虐待）を標準化された方法で

測定した。潜在クラス分析を用いて、暴力クラスを特定し、また潜在クラス分析における

各因子の相関性について検討した。 

結果： 

分析対象となった 694 人について、潜在クラス分析により、集団暴力 PA（52.2％）、集

団暴力かつ虐待 PAPV（18.6％）、多領域の暴力 MDV（29.3%）の 3つのクラスに分類された。

PA 群と比較して、PAPV 群では男性が多く、喧嘩による外傷の報告が多く、非行集団をよ

り有していた。PA 群と比較して、MDV 群では女性が多く、アフリカ系アメリカ人が多く、

喧嘩による外傷の報告が多く、武装していることが多く、飲酒による負の影響をより経験

しており、また非行集団を多く有しており、更に家庭内対立の割合が高かった。PAPV 群

と比較して、MDV 群では女性が多く、アフリカ系アメリカ人が多く、公共の支援を受けて

いる割合が高く、より武装しており、飲酒による負の影響をより経験しており、またマリ

ファナの使用率が高かった。 

結論： 

集団間と交際者間とともに、暴力と虐待の広範囲にわたる重複を確認した。各暴力の重

複度が高いほど、飲酒の問題とマリファナ使用の割合が高かった。よって、暴力を予防す

るためには、付随する物質乱用を解決することを考慮すべきである。 


